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市
は
、
明
治
3
8年
に
藩
政
時
代
か
ら
使

用
し
て
い
る
冷
水
水
源
地
の
改
装
工
事
を

実
施
し
、
新
た
に
城
山
に
配
水
池
を
造
っ

て
簡
易
水
道
を
設
営
し
た
。

し
か
し
、
一
日
の
湧
水
量
は
約
2
4
0

0
立
方
封
に
す
ぎ
ず
、
大
門
口
、
小
坂
通

り
、
い
づ
ろ
通
り
、
易
居
町
一
体
と
船
舶

給
水
所
に
配

る
量
を
確
保
す
る
の
が
精
い

っ
ぱ

い
だ
っ
た
。

当
時
の
有
川
貞
寿
市
長
は
、
水
道
に
つ

い
て
は
当
初
、
下
水
道
を
優
先
さ
せ
る
考

え
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
経
済
発
展
と
ま

ち
づ
く
り
上
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

上
水
道
敷
設
を
優
先
し
た
。

具
体
的
に
は
、
同
年
1
2月
の
鹿
児
島
港

の
改

修
工
事
の
完
工
お
よ
び
同
港
の
出
船

の
増
加
に
よ
り
、
船
舶
用
水
の
確
保
対
策

が
急
務
と
な
っ
た
こ
と
（
当
時
は
、
政
府

に
鹿
児
島
開
港
の
陳
情
を
繰
り
広
げ
て
い

る
時
で
も
あ
っ
た
）
。
も
う

一
つ
は
、
鉄

道
が
開
通
し
、
発
達
し
た
こ
と
で
あ
る
。

同
4
2年
1
2月
に
鹿
児
島
－

八
代
間
に
肥
薩

線
が
開
通
し
て
東
京
へ
直
行
で
行
け
る
よ

う
に
な
り
、
水
の
需
要
が
増
加
し
た
。

こ

ん
な
○

～
ｌｇ

～

ま
た
、
大
正
２
年
1
0月
に
は
川
内
線
鹿

児
島
卜
東
市
来
間
も
開
通
し
、
人
と
物
の

流
れ
が
活
発
に
な
る
と
、
市
内
の
人
口
増

加
が
目
立
ち
始
め
た
。
同
年
に
は
、
山
下

町
に
た
ぱ
こ
専
売
支
局
分
工
場
（
従
業
員

約
1
5
0
0

人
）
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、

市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
古
い
城
下
町
か
ら

近
代
的
な
市
街
地
形
成
へ
の
転
換
期
を
迎

え
て
い
た
。

大
正
２
年
３
月
の
市
会
（
市
議
会
）
議

員
選
挙
後
、
市
会
は
、
同
年
ア
月
に
水
道

委
員
会
を
設
置
。
市
長
も
、
国
と
の
間
で

国
庫
補
助
、
起
債
の
交
渉
を
開
始
し
た
。

そ
の
さ
な
か
、
同
年
1
1月
に
市
長
が
急
死

し

、

翌

３

年
１

月

に

は

桜

島

が

大

爆

発

。

上

水

道

敷

設

は

棚

上

げ

の

状

態

と

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

-
鹿児島の古い配水池の一つ・上之原配水池
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